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1 は じ め に

寒冷地における,水稲の省力・低コスト技術として ,
また,田畑輪換に有利な直播栽培技術として,乾田土中
早期湛水方式の安定化技術の確立が求められている。こ

れまで,水稲の乾田土中早期湛水方式における多粒点播
は,従来の条播に比べて苗立ちが安定し,耐例伏性が強
化されるとともに,登熟歩合が高まりやすいことなどを

報告した。また,精密な株形成を可能にした汎用点播機
を開発し,その播種精度を報告した。本報では,これま

で開発してきた,乾田土中点播早期湛水方式の個別の技

術を体系化し,その適用性を現地試験により実証したの

で報告する。

2試 験 方 法

(1)耕種概要(表 1)

1)試験年次

2)試験場所

3)供試品種

4)供試種子

1998～2002年

秋田県平鹿町農家圃場(481粒グライ土)

でわひかり,あきたこまち

無コーティング浸漬籾(無催芽)

5)供試播種機 ,1998年市販機(条播),1999年汎用点播

機(秋田農試改良99型 ),2000～2002年 (同 00型 )

6)播種日 :4月下旬～5月 中旬

7)播種量 :05～ 0 9kg/a(乾籾換算)
8)瑚巴:NO.6～ 1.Okg/a,全量基肥播種同時接触施肥

3 試験結果及び考察

(1)作業体系

図1に乾田土中点播早期湛水と湛水土中条播の作業体

系を示した。乾田土中点播早期湛水方式は,耕起後に播

種し,播種後早期に湛水する方法である。怖種は,秋田

農試が開発改良した汎用点播機により,砕土・施肥・鎮
圧と同時に行う。播種後は7日 以内に湛水し,出芽後は

湛水直播と同様の栽培管理を行う。

湛水直播に比較して,耕起前の施肥および代かき作業
と,催芽・種子粉衣作業が不要である。

(2)作業別労働時間

表2に現地実証試験における各栽培様式について,作
業別の労働時間を示した。

直播栽培の播種及び移植栽培の移植までを春作業と分

類すると,乾田土中点播早期湛水の春作業時間は13.lh/

haで ,普通移植の21%,湛水土中条播の57%に短縮され
た。また,総労働時間は779h/haで ,普通移植栽培の66

%,湛水土中条播の85%に短縮されるとともに大幅な省
力化が可育ヒとなった。

移植栽培及び湛水直播栽培の圃場作業が,5月上旬か

ら繁忙期を迎えるのに対し,乾田土中点播早期湛水は4

月下旬までに播種作業を終えることが可能であり,春作

業の労働ピークが緩和される効果が認められた。

〈3)汎用点播機の作業能率と負担可能面積

汎用点播機の作業能率は,30a区画で4.2h/ha,lha区

画で2.8h/haであつた。また,負担可能面積は,30a区
画で24.4ha,lha区画で36 6haであった(表 3)。

(4)生育及び収量

2000年以降の苗立ち形状は,縦方向及び横方向とも縮
小し,株形成の精度が向上した。また,玄米重の変動係
数は,1998年 から1999年の13%に対し,2001年 は8.9%,

2002年は5.6%に低下し,回場内の収量ムラが軽減され
た(表 4)。

現行型の00型汎用点播機及び,最適な全量基肥施肥法
を開発し,現地試験に導入した2001年及び2002年の玄米
重は「あきたこまち」で55kg/aを確保した。また,乾
田土中点播早期湛水方式の玄米重は,本試験において開

発した技術を導入した2000年以降,湛水直播を上回つて

推移した(図2)。

4 ま と め

乾田土中点播早期湛水方式による直播栽培は,移植栽

培及び湛水直播栽培にLLuして,春作業の大幅な省力化

が可能になると共に,春作業の労働ピーク分散を可能に

する技術である。また,乾田直播における早期湛水技術 ,

多粒点播技術及び,全量基肥播種同時接触施肥技術によ

り,移植栽培に近い収量が確保できるることを現地試験

において実証した。

-37-



東 北 農 業 研 究 第 56号  (2003)

表 1 年次別耕種概要

年次 様式 品 種
播種日  肥料の種類  基肥量 播種量
(月 /日 ) と配合割合  (N kg/a)(k9/a)圃場前歴

1998  条播
1999  点播
2000    点播

2001  点播
2002  点播

でわひかり

でわひかり

でわひかり

あきたこまち

あきたこまち

水稲 (移植) 5/1    LP50    08  08
水稲 (乾直) 4/26 LP70:100=4:1  10  09
水稲 (湛直) 5/19 LP701100=2:3  10  05
水稲 (乾直) 4/23    〃     09  06
大  三ユ      4/23    LP70:100=4:1     0 6     0 6

※[_¨ _¨ _Jは必要に応して実施

図 1 乾田土中点播早期湛水方式と湛水土中条播の作業体系の比較

表 2 作業別労働時間

作業体系

(単位 :人・h/ha)

使用機械等

17催 嘉器他
350育苗器 ,ハウス

17 動力散粉機
3 0 ロータリ2m

時期

育 苗
明 渠
基 月巴

耕 起
種子コティング
代かき

中～

ルチ

一

１

１

一

１

一
た
た

一
沖

一
汗

一
が

一
が
灯

除草剤散布
除草剤散布
病害虫防除

測 り
追 肥

収 穫

動力散粉機

動力散粉機

動力散粉機
コンハ・イン6条

1

1

３

７

Ю

．

．

４６

に利用

注3)乾燥調製はカントリーエレベータ利用 注4)他管理作業は「水管理」「畦畔管理」「生産管理」「欄ll労働」

表 3 汎用点播機の作業能率及び負担可能面積

トラ
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玄米重の年次別推移

（ミ
型
）
劇
業
＝
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(16日 )  (3時 間) (03)
注2)作業可能日は無降水日とし、10m以 下の降雨後は翌日から、
1011m以上の降雨後は翌々日からとした。

注3)播種期を4/21～5/20と し,前 10カ年のアメグスデータから
注2に該当する日の積算を作業可能日数とした。

注4)l ha区 画は農試口場で農追ターン方式による。

表4 苗立ち及び収量・収量構成要素

年次 品種

でわひかり
でわひかり
でわひかり

あきたこまち

９８

２

，
　
図

58 8  12 9

47 6  13 0

591  -
55 7   8 9

33 5      78 3   22 5

26 5     84 7   22 4

32 8     83 9   22 0

31 3      86 8   22 7

62 1

49 7

64 7

79 6

4/中   1  05 テ・ィッチャ

4/下  1  30 0タ リ加
5/上

5/上
5/上
5/中

1  17催 芽器

17 動力散粉機
3 0  ロータリ2m
33 コーティングマシン
6 7  ハロー3m

雖
昨
絆
町
・

1  11
1  17 動力散粉機
3    3 5  ヵ―へ

゜
ットスフ
゜
レイヤ

1  13 動力散粉機

10/中  2  72 コンドイン6条

5/下
6/中

6/下

7/中

8/上

10/中

17 動力散粉機
3 5  カーペットスフ

゜
レイヤ

13 動力散粉機
40 溝切り機
13 動力散粉機
72 コンドイン6条

108  350   -   ―
179  527 100  40
124   73 0   7 6   2 8

51   24 5   8 5   2 8

110   49 3   8 6
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